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人生100年時代に向けて
　本年５月１日より新元号のもとで新しい時代が始
まります。来る新時代がどのようなものになるか、
さまざまに予想されていますが、日本人の平均寿命
はさらに延び続け、いずれ多くの人々が100歳まで生
きるようになると言われています。
　人生100年ということは、60歳定年の方があと40年
生きるということです。長寿はめでたいことではあ
りますが、生きるということも実は大変です。少子
化による生産年齢人口の急激な減少という厳しい現
実があり、現在すでに年金の受給年齢は引き上げら
れています。一方、まだまだ活躍できる方々の知識
と経験が、上手に活用されないまま残念な形で放置
されている、という指摘も多くの識者からなされる
ところです。
　答えはすぐに出ないでしょうが、これまでの日本
人の人生設計を大きく見直し、人生100年時代に備え
たあり方へ変えていけるかどうか、これは私たち一
人一人の大きな課題でしょう。
　近年「ジェロントロジー」という言葉が注目され
始めています。人生100年時代の高齢者のあり方を研

究する学問の分野です。元々は「老年学」と訳さ
れていましたが、我が国におけるジェロントロジ
ー提唱者の一人である寺島実郎（一財）日本総合
研究所会長は「高齢化社会工学」と訳すべきだと
主張しています。
　記憶力や創造力に関わる機能は劣化しても、人
間としての「思慮深さ」は、自らを律しつつ年齢
を重ねてこそ磨かれる、ということが科学的に証
明されています。寺島氏は、高齢者及びその予
備軍の方々には、自身の健康や預貯金の活かし方
について真剣に考えるとともに、過去の受験勉強
などでは学べなかった人間の生き方を教える学問
（例えば東西の古典など）を学び直し、利害打算
を超えた人としての温かさや徳を体現し、NPO
や地域活動などに参加してさまざまな分野で活躍
して欲しい、と提唱されています。
　平成最後のお正月、人生100年時代に自分はど
う生きるべきか、改めて私も考えてみたいと思い
ます。
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児
玉
警
察
署
金
屋
駐
在
所
が

移
転
し
ま
す

　
２
月
頃
、
児
玉
警
察
署
金
屋

駐
在
所
が
、
現
在
の
児
玉
町
金

屋
１
０
０
５
番
地
１
（
金
屋
小

学
校
南
側
）
か
ら
児
玉
町
金
屋

９
２
７
番
地
１
の
一
部
（
金
屋

保
育
所
前
交
差
点
か
ら
南
へ
約

４
０
０
ｍ
）
へ
移
転
し
ま
す
。

★
児
玉
警
察
署☎

72-

０
１
１
０

１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利

用
に
つ
い
て

　
毎
年
１
月
10
日
は
「
１
１
０

番
の
日
」
で
す
。

　
１
１
０
番
は
、
事
件
や
事
故

に
あ
っ
た
時
、
又
は
こ
れ
ら
を

目
撃
し
た
時
な
ど
、
県
民
と
警

察
を
結
ぶ
「
緊
急
通
報
の
専
用

電
話
」
で
す
。
１
１
０
番
通
報

す
る
と
、
担
当
者
か
ら
次
の
よ

う
な
質
問
を
さ
れ
ま
す
の
で
、

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
事
件
で
す
か
、事
故
で
す
か
？

②
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？

③
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

④
犯
人
を
見
ま
し
た
か
？

⑤
現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

⑥
あ
な
た
の
事
を
教
え
て
く
だ

さ
い

※
緊
急
時
以
外
は
、
け
い
さ

つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
「
♯

９
１
１
０
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。

★
児
玉
警
察
署☎

72-

０
１
１
０

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
（
2

月
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
方

試
験
日　
２
月
１
日
㈮
・
２
日

㈯
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

受
付
期
間　
１
月
28
日
㈪
ま
で

入
隊
時
期　
３
月
、
４
月

※
一
部
期
日
等
で
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

★
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８

-

５
２
２-

４
８
５
５

学
校
の
臨
時
職
員
を
募
集

　
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
の
詳
細
は
、
応
募
要
項

（
学
校
教
育
課[

市
役
所
４
階]

で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
１
月
25
日
㈮
ま
で

★
学
校
教
育
課☎

25-

１
１
８
３

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　           ★広報課☎ 25- １１５５

 市長コラム
   しんげの一言メッセージ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25-

１
１
５
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛

金
の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の

育
成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の

増
進
を
目
的
に
、
事
業
者
が
支

出
す
る
退
職
金
共
済
掛
金
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
（
次
の
①
～
④
す
べ

て
に
該
当
す
る
事
業
者
）

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お

お
む
ね
20
名
（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
名
）
以
下
の
事

業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約

又
は
特
定
退
職
金
共
済
契

約
を
し
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１

年
以
上
の
事
業
実
績
を
持

ち
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利

用
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　
加
入
従
業
員
１
名

に
つ
き
１
年
間
あ
た
り
２
、

４
０
０
円
（
上
限
）

申
込　
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
電

話
又
は
直
接
左
記
へ

＊
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

　
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

★
商
工
観
光
課☎

25-

１
１
７
５

調
理
師
の
人
は
調
理
師
業
務

従
事
者
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

対
象　
埼
玉
県
内
の
飲
食
店
や

給
食
施
設
等
で
就
業
し
て

い
る
調
理
師

方
法　
平
成
30
年
12
月
31
日
現

在
の
氏
名
、
免
許
番
号
、
従

事
す
る
施
設
名
等
を
１
月
15

日
㈫
ま
で
に
指
定
様
式
に
て

埼
玉
県
調
理
師
会
へ
届
出

★
埼
玉
県
調
理
師
会
☎
０
４
８

-

８
６
２-

６
４
４
３
、
埼
玉

県
健
康
長
寿
課
☎
０
４
８-

８
３
０-

３
５
８
２

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族

へ
援
護
金
を
給
付
し
ま
す

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
で
は
、
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
、
援
護
金
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
が
交
通
事
故
に

よ
り
死
亡
、
又
は
重
い
障
害

を
負
っ
た
18
歳
以
下
の
県
内

在
住
者

※
同
居
世
帯
の
総
所
得
額
が
一

定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
給

付
条
件
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は

申
請
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

給
付
額　
対
象
者
１
名
に
つ
き

年
額
10
万
円

給
付
時
期　
５
月
上
旬

申
請
方
法　
申
請
書
類
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

先
へ
郵
送
、
又
は
直
接
持
参

※
申
請
書
類
は
、
危
機
管
理
課

（
市
役
所
３
階
）、
総
務
課
（
ア

ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
）、
学
校
な

ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
先

　
〒
３
３
０-

０
０
６
３

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２

-

６-

18

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支

店
（
☎
０
４
８-

８
２
２-

０
１
９
１
）

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈭
ま
で

★
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８-

８
３
０-

２
９

５
８

　
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
男
の
料
理
教
室
・
冬
も
元

気
に
！
ぽ
か
ぽ
か
養
生
レ
シ

ピ
」

　
体
を
温
め
る
材
料
を
使
っ
た

料
理
で
、
寒
い
冬
を
元
気
に
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
28
日
か
ら
2
月
25

日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
2

月
11
日
㈷
を
除
く
）　

全
4

回　

午
前
9
時
30
分
～
午

後
0
時
30
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
キ
ッ

チ
ン
・
ス
タ
ジ
オ

講
師　
黒
澤　
敬
子　
先
生
他

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
定
員　
16
名
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
）、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

申
込　
１
月
10
日
㈭
か
ら
電
話

又
は
直
接
左
記
へ

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
25-

１
１
１
８

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展
示

「
ス
ポ
ー
ツ
と
女
性
」

　
近
年
の
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の

活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
一
方
で
女
性
な
ら

で
は
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し

た
。
女
性
が
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で

よ
り
活
躍
す
る
た
め
に
は
何
が

必
要
で
あ
る
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
考
え
て
み

よ
う
と
呼
び
か
け
る
パ
ネ
ル
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１
月
16
日
㈬
～
22
日
㈫

午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

※
22
日
㈫
は
午
前
10
時
ま
で
。

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

★
市
民
活
動
推
進
課

☎
25-

１
１
１
８

★ あきらめていませんか？

障害年金を！！

障害年金の専門家 社会保険労務士（初回相談は無料です）

連絡先 本庄市西五十子２１６－９

ＴＥＬ ０８０ １２４２－７６９６
倉田和子

本庄市長

催

し

TEL;0495-22-2315　定休日;1/1(火),9(水),15(火),16(水),23(水),30(水)


